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「奉仕の理想」

直前会長　沖 野 　 満会 長 挨 拶

ソングリーダー　住 川 誠 一唱 和

直前会長　沖 野 　 満点 鐘

本日は、大野会長の代理をさせていただきま

す。今回で３回目です。今年度の会長、大野東

秀君は大変忙しい方でありながら、立派に職務

をこなされた事、心より感謝申し上げますと共

に、今年度１年間は大変御苦労様でした。

さて、大手企業の今夏のボーナスがバブル期

以来の高い伸びになるという。経団連による

と、途中段階の集計だが、大手64社の妥結額は

平均で昨年の夏より7.37％多い。伸び率は1990

年（8.36％）に次ぐ２番目の大きさだ。

「アベノミクス効果」がボーナスにも波及し

始めたように思えるが、本当にそんなに急に増

えるのだろうか。別のデータもある。栃木県の

あしぎん総合研究所による今夏のボーナス支給

予測調査では、北関東３県にある企業の１人当

たり平均額は昨夏より1.5％減る。

あしぎん総合研究所は「大手製造業では増

えているが、地方の中小企業には波及していな

い」とみる。景気回復の実感が広がらない理由

だろう。好調な百貨店の５月の売上高でも、伸び

ているのは高級時計や絵画など高級品が中心。

株高でお金を使いやすくなった富裕層が全体を

押し上げている。

一方、物価は着々と上昇に向かっている。円

安で食用油やパンなどの値段が上がり、米アッ

プルの「ｉｐａｄ」やパソコンなどの家電製品

にも波及し始めた。５月の東京都区部の消費者

2013年６月12日　第１４０５回　例 会

　　司　　　会　　会場委員長　冨 田 昭 雄

ロータリー親睦活動月間

大野会長に代わって沖野直前会長挨拶

本日のお知らせ　　（６月19日）

新旧理事会（17:30）

ＩＤＭ親睦夜間例会（18:30）
担当／親睦活動委員会、会場委員会

会場／名鉄グランドホテル
（1406回）

次回のお知らせ　　（６月26日）

役員退任挨拶
担当／会長・副会長・幹事（他４名）

会場／名鉄グランドホテル
（1407回）



１．次週例会はＩＤＭ夜間例会です。

　　点鐘は18時30分です

　　例会前、17時30分より、新旧理事役員会を

開催します。

　　場所／名鉄グランドホテル　12階　月の間 

幹　事　堀 尾 明 史幹 事 報 告

《 第1405回例会　ニコボックス 》
寄 付 会 員 数
本 日 の 合 計 額
本日までの累計額

８名
29,000円

1,747,000円

沖野君　本日、大野会長の代理をさせていただ

きます。

堀尾君　平岩先生、９日は歯学部同窓会お世話

になりました。中村さん卓話よろしくお願い

します。

大野（眞）君　業務多忙。

鈴木君　例会欠席のお詫び。色々バタバタして

おりすいません。

辻　君　誕生日の祝福を受けて。

毛利君　業務多忙。

中村君　本日の卓話時間をいただきありがとう

ございます。

尾関君　例会欠席のお詫び。

委員長　片 山 　 進ニコボックス

委員長　野 田 和 正出 席 報 告

会員数：33名 出席数：22名 出席率：73.33％
第1403回（前々回）　修正出席率：93.33％
〈メーキャップ〉
毛利君、吉田君（30周年記念事業実行委員会）

物価指数（生鮮食品を除く）は、４年２ヶ月ぶ

りにプラスに転じたそうです。

デフレ脱却は朗報だが、所得の増加が伴わな

いと本物ではないのでしょうか。食品などの生

活必需品の値上がりはすべての人に響く。家計

を圧迫し、景気の腰折れを招く恐れもある。所

得と物価、本格上昇するのは、はたしてどちら

が先になるのでしょうか。

厚生労働省は５日、2012年の人口動態統計を

発表した。2012年に生まれた赤ちゃんの数（出

生数）は、過去最少だった前年から更に13,705

人減の1,037,101人となり、最少を更新した。

１人の女性が一生の間に産むと想定される子

供の数を表す「合計特殊出生率」は前年比0.2

ポイント増の1.41と２年ぶりに増加、16年ぶり

に1.4台を回復したものの、少子高齢化と人口

減が更に進んでいる実態も明らかになった。

「合計特殊出生率」とは１人の女性が生涯に産

む子どもの数の推計値。この出生率が上向きに

なった要因として、厚労省は「分母」となる女

性の数の減少に加え、40歳前後の女性が子ども

を産む事例が増えたためと分析している。

母親の年齢階層別の出生率は、20歳代は前年

から16,000人減ったのに対し、35～39歳、40～

44歳では約8,700人増えていた。初めて子ども

を産んだ時の母親の平均年齢は30.3歳と最も高

かった前年を0.2歳上回り、「晩産化」の傾向

は強まっている。

一方、2012年に死亡した人は、東日本大震災

による影響で対前年比で50,000人以上増えた

2011年の人数を更に3,188人上回り、1,256,254

人。死亡者数から出生数を差し引いた人口の

自然減少は219,153人と、過去最大の減少幅と

なった。死亡者数が出生数を上回るのは６年連

続。これからマーケットが小さくなっていくの

が大変心配です。

中村君の卓話はＨＰに掲載しています。
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